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１. 構成機関・構成員等 

●事業構成機関 

 

教育機関 

名称 都道府県名 

１ 学校法人長良学園 滋賀県 

２ 学校法人秋葉学園 千葉県 

３ 学校法人こおりやま東都学園 福島県 

４ 学校法人河原学園 愛媛県 

５ 学校法人清永学園 石川県 

６ 学校法人青池学園 福井県 

７ 学校法人岩永学園 長崎県 

８ 社会福祉法人華頂会 滋賀県 

９ 学校法人智帆学園 沖縄県 

 

企業・団体 

名称 都道府県名 

１ 一般社団法人全国介護事業者連盟 東京都 

２ 介護福祉教育コンソーシアム 東京都 

３ 株式会社日本ヒューマンサポート 埼玉県 

４ 株式会社日本介護医療センター 大阪府 

５ 株式会社ファーラウト 東京都 

６ 株式会社ヘルスアンドメディカル 東京都 

７ ジャパンヘルスケアサービス株式会社 東京都 

８ 株式会社万燈 東京都 
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●事業推進に関する取り組み 

本事業では、「実施委員会」と「分科会」という２つの会議を設置するこ

とによって事業を推進した。令和６年度は、6 月 7 日（金）、1 月 16 日

（木）、2 月 19 日（水）の３回の会議を開催した。 

 

実施委員会の構成員 

氏名 所属・職名 所在 

１ 齋藤桂三 学校法人長良学園・理事長 滋賀県 

２ 秋葉英一 学校法人秋葉学園・理事長 千葉県 

３ 大本硏二 学校法人こおりやま東都学園・理事長 福島県 

４ 河原成紀 学校法人河原学園・理事長 愛媛県 

５ 越中屋薫 学校法人清永学園・理事長 石川県 

６ 青池浩生 学校法人青池学園・理事長 福井県 

７ 岩永城児 学校法人岩永学園・理事長 長崎県 

８ 加藤英材 社会福祉法人華頂会・理事長 滋賀県 

９ 儀間智 学校法人智帆学園・理事長 沖縄県 

10 朴春代 
ぬくもりグループ医療法人誠安会研修セン

ター・講師 
奈良県 

11 斉藤正行 一般社団法人全国介護事業者連盟・理事長 東京都 

12 谷田部賢一 介護福祉教育コンソーシアム・事務局 東京都 

13 久野義博 
株式会社日本ヒューマンサポート・代表取

締役 
埼玉県 

14 谷口直人 株式会社日本介護医療センター・会長 大阪府 

15 島岡潤 株式会社ファーラウト・取締役 東京都 

16 加藤勝利 
株式会社ヘルスアンドメディカル・代表取

締役 
東京都 

17 島辰夫 
ジャパンヘルスケアサービス株式会社・代

表取締役社長 
東京都 

18 佐々木雄哉 株式会社万燈・代表取締役 東京都 
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２. 事業の実施体制 

本事業では、学校法人長良学園向陽台水口専門学校が事業主体として事業推

進の管理と事務局としての業務を行う。また、連携機関との事業実施体制とし

て、実施委員会と分科会を設置する。 

実施委員会では本事業のすべての連携機関が参画し、事業全体の方針・計画

決定を行い、進捗の管理や実施内容の評価、全体への報告を行う。分科会は調

査・開発・実証に関して、詳細な仕様決定や検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各機関の役割 

【教育機関】 

①介護士の養成に関する情報提供 

②実証講座実施会場の提供 

③評価指標・カリキュラム・シラバスの設計補助 

【業界団体】 

①介護現場の実態に関する情報提供 

②実証評価 

【介護事業者】 

①介護現場の実態に関する情報提供 

②実証講座受講者の募集補助 

③アンケート及びヒアリング調査への協力 

④実証評価 

【その他企業】 

①それぞれの持つ知見や情報の提供 
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３. 事業の内容 

1. 事業の趣旨・目的等について 

介護の現場では、日本人介護士と外国人介護士が共同して働くケースが増加

している。しかし、言語や文化の違いからコミュニケーションのギャップが生

じることがあり、スムーズな業務遂行に支障をきたすこともあることが課題と

なっている。 

このような状況の中でも、自然言語生成 AI の活用が容易になったことによ

り、AI を介して言語の壁を取り払い、円滑なコミュニケーションを実現するこ

とが可能になり始めている。また、分析型 AI によってコミュニケーションや業

務を「見える化」し、効率的な情報共有や業務の把握をサポートすることよ

り、介護現場におけるコミュニケーションや業務の改善点を明確にすることが

できる。様々な AI ツールの導入により、日本人介護士と外国人介護士が共に

働く「多国籍共生介護現場」の環境を整備することが可能である。 

本事業では、多国籍共生介護現場のマネージャー及びその候補者を対象とし

たリカレント教育プログラムの開発と実証を行う。ここでは PBL（Problem 

Based Learning）の手法を用いて、日本人と外国人介護士がスムーズに会話、

申し送り、日誌の作成などのコミュニケーションを図りながら業務を遂行する

ための環境を整備する知識・スキルを身につけることを目指す。 

 

 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 介護福祉・医療 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
多国籍共生介護現場におけるマネ

ージャー 

対象者のレベル（当該プログラムの内

容に関する基礎知識の有無） 

介護現場のマネージャーまたはそ

の候補者が望ましい 

プログラム受講後に想定される受講者

のキャリア・受講者が目指す姿 

AI を活用し多国籍共生介護現場の

環境を整備するマネージャー 

開発するプログラムの目標受講者数

（１期間あたり） 

２０人 

開発するプログラムの想定総授業時数

（１期間あたり） 

６０時間以上 
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2. 開発する講座の概要 

多国籍共生介護現場のマネージャー対象 AI 導入研修。 

 

3. 具体的な取組 

i. 計画の全体像 

【令和 5 年度】 

●調査に関する取組 

◎介護施設へのアンケート調査 

介護施設を対象に、外国人雇用の現状や日本人と外国人の協働の課題

に関する調査を実施する。 

◎介護職員へのヒアリング調査 

様々な属性の介護職員を対象に、現状の課題や研修へのニーズに関す

る調査を実施する。 

◎先端技術導入事例調査 

介護・医療・サービス業等における AI 等の先端技術の導入・活用事例

に関する調査を実施する。 

●開発に関する取組 

◎カリキュラムの策定・評価指標の開発 

リカレント教育プログラムのカリキュラムを策定する。また、受講者の

知識・スキル・コンピテンシーの評価のための指標を開発する。 

◎教材のプロトタイプ試作 

知識学習のための e ラーニング教材と知識・スキル・コンピテンシーを

身につけるための PBL 教材のプロトタイプを試作する。 

●実証に関する取組 

◎プレ実証講座 

プロトタイプ教材を使い、小規模な実証を行う。 

●事業推進に関する取り組み 

◎会議 

開発するプログラムの想定受講期間

（１期間あたり） 

２～３か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 
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事業推進を主導する実施委員会を３回、調査・開発の項目を具体化する

分科会を３回開催する。その際、委員の状況に合わせ、対面とオンラ

インのハイブリッド形式を基本とする。 

 

【令和 6 年度】 

●開発に関する取組 

◎シラバス開発 

前年度に策定したカリキュラムをもとに、科目の概要、学習内容、到

達目標、教材といった項目を具体化し、シラバスを開発する。 

◎改訂版教材と追加教材の開発 

令和５年度のプロトタイプ教材に関し、分科会での検討やプレ実証講座

等の結果をもとに、改訂版と追加する教材を開発する。 

●実証に関する取組 

◎実証講座 

これまでに開発した教材を活用することにより、リカレント教育プログ

ラムの実証講座を実施する。令和６年度においては、令和５年度のプレ

実証講座より教育内容を拡大した実証となることを想定している。 

その結果は、令和６年度及び令和７年度の開発に関する取組の方針決

定において活用する。 

●事業推進に関する取組 

◎会議 

事業推進を主導する実施委員会を３回、開発・実証の項目を具体化する

分科会を３回開催する。その際、委員の状況に合わせ、対面とオンラ

インのハイブリッド形式を基本とする。 

 

【令和 7 年度】 

●開発に関する取組 

◎カリキュラム・シラバス・評価指標の改訂 

令和６年度の実証講座の結果を基礎資料とすることにより、カリキュ

ラム・シラバス・評価指標といったリカレント教育プログラムの骨子に、

必要に応じて追加・改訂を行う。 

◎改訂版教材と追加教材の開発 

令和６年度に開発した教材に関し、分科会での検討や実証講座の結果

をもとに、改訂版と追加する教材を開発する。 

●実証に関する取組 

◎実証講座 
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これまでに開発した教材を活用することにより、リカレント教育プログ

ラムの実証講座を実施する。令和７年度は令和６年度より規模を拡大し

た実証となることを想定している。 

●コミュニティ構築に関する取組 

◎多国籍共生介護コミュニティ 

教育プログラムの受講者や修了者を中心として介護人材に対して広く開

かれたコミュニティを構築することにより、成果を共有していく。 

●事業推進に関する取組 

◎会議 

事業推進を主導する実施委員会を３回、開発・実証の項目を具体化する

分科会を３回開催する。その際、委員の状況に合わせ、対面とオンラ

インのハイブリッド形式を基本とする。 
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ii. 今年度の具体的活動 

●開発に関する取り組み 

リカレント教育プログラム開発として、令和５年度は以下の２種類の

取組を実施した。 

◎カリキュラムの策定・評価指標の開発 

リカレント教育プログラムの骨子となるカリキュラムと評価指標の策

定・開発をそれぞれ行った。 

カリキュラムに関しては以下の通り PBL①～③の３科目および知識の

習得を目的とする４科目の合計７科目構成とした。 

 

学習形式 学習目的 科目名 科目概要 時間数 

同期型 

集合学習 

知識・スキ

ルの習得 

 

コンピテン

シーの獲得 

PBL① 

各受講者の職場において、ニーズ

や課題を分析し、AI ツールの選定

を行ったうえで、導入計画の資料

を作成する。 

20 時間 

PBL② 

集合授業において、受講者は発表

やグループ学習を行い、フィード

バックを分析する。 

20 時間 

PBL③ 

各受講者の職場において、導入計

画の改訂を行う。それをもとに実

際の職場で AI ツールを導入・活

用し、効果や課題を評価する。 

10 時間 

非同期型 

e ラーニン

グ 

知識の習得 

多国籍共生介護の重

要性と課題 

日本人と外国人の協働による介護

現場の意義や利点、重要性や言

語・文化の違いによる課題を理解

する。 

2 時間 

AI 技術の概要と介護

及びその隣接分野 

AI の基本的な概念と、AI 技術が介

護や隣接分野においてどのように

活用されるかを具体的な事例を交

えて紹介する。 

2 時間 

AI 導入における課題

と倫理的考慮事項 

AI 導入に伴うプライバシーやセキ

ュリティ等の課題やリスク、倫理

的な考慮事項について学ぶ。 

2 時間 

導入事例の分析 

多国籍介護現場における AI ツー

ル導入の成功事例や課題を具体的

なケーススタディを通じて分析す

る。 

2 時間 

導入計画の作成方法 

AI ツールの導入計画の資料の作成

方法や記載するべき項目・要素に

ついて学ぶ。 

2 時間 
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評価指標は、調査結果の結果分析で受講者の知識・スキル・コンピテン

シーを適切に評価するための項目を大きく「言語能力」「文化理解」「コミ

ュニケーション能力」「チームワーク能力」「問題解決能力」「適応能力」

「対人能力」「自己管理能力」「マネジメント能力」「先端技術活用能力」

「業界知識」の 11 に分類し以下の内容でとりまとめた。 

評価指標 

言
語
能
力 

聴解能力：異なる言語での話し言葉を理解する能力。 

発話能力：適切な言葉を使って明確に意思を伝える能力。 

読解能力：書かれた文書を理解する能力。 

文章能力：正確で明確な文章を作成する能力。 

文化的理解：言語の文化的なニュアンスや慣用句を理解し適切に応用する能

力。 

文
化
理
解 

文化的感受性：異文化間でのコミュニケーションにおける文化的な感受性を

持つ能力。 

文化的適応性：異なる文化間での行動や態度を適切に調整し適応する能力。 

コミュニケーションスタイルの調整：相手の文化的背景に応じてコミュニケ

ーションスタイルを調整する能力。 

文化的相対主義：自らの文化や価値観を超えて他者の文化を理解し受け入れ

る能力。 

距離感調整：相手との距離感を適切に調整し適度なコミュニケーション確保

する能力。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力 

アクティブリスニング：相手の話に注意を払い、理解しようとする能力。 

適切なフィードバック提供：相手の発言や行動に適切なフィードバックを提

供する能力。 

質問スキル：適切な質問をすることで相手とのコミュニケーションを促進す

る能力。 

非言語コミュニケーションの理解：ジェスチャーや表情などの非言語的なコ

ミュニケーションを理解する能力。 

エンパシーの表現：相手の立場や感情に共感し、適切に表現する能力。 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
能
力 

協調性：他のメンバーとの協力関係を築き、協働する能力。 

コラボレーション：チーム内外のメンバーと効果的に連携し共同で目標達成

する能力。 

コミュニケーション促進：チーム内でのコミュニケーションを促進し、情報

共有を効果的に行う能力。 

役割理解と遂行：自身の役割と責任を理解し、効果的に遂行する能力。 

問題解決と意見の提供：チーム内での問題解決に積極的に参加し、意見や提

案を積極的に提供する能力。 
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問
題
解
決
能
力 

問題分析：問題を明確に理解し、要因や影響を分析する能力。 

解決策の検討：様々な解決策を考え、適切な解決策を選択する能力。 

柔軟性と創造性：柔軟な発想や新しいアプローチを用いて問題に対処する能力。 

実行力：選択した解決策を実行し、問題解決に向けて行動する能力。 

結果の評価と改善：実施した解決策の結果を評価し、必要に応じて改善を行

う能力。 

適
応
能
力 

新しい状況への適応：新しい状況や環境に迅速かつ効果的に適応する能力。 

変化への対応：変化する状況や要求に柔軟に対応し、適切に行動する能力。 

リスク管理：新しい状況や変化に伴うリスクを適切に管理し、適切な対策を

講じる能力。 

イノベーション：新しいアイデアや方法を探求し業務やプロセス改善に貢献

する能力。 

多様性対応：様々なバックグラウンドやアプローチを受け入れ、適切に活用

する能力。 

ストレス耐性：プレッシャーやストレスの中でも冷静さを保ち、効果的に対

処する能力。 

対
人
能
力 

利用者中心のアプローチ：利用者のニーズや希望を理解し、それに応じたケ

アや支援を提供する能力。 

同情心と共感力：他者の感情や立場を理解し、適切に共感し支援する能力。 

コミュニケーションの配慮：相手の感情や状況に適切に配慮し、適切なコミ

ュニケーションを行う能力。 

個別対応能力：個々の利用者や同僚の状況やニーズに適切に対応する能力。 

優先順位の理解：重要なニーズや要求を優先し、それに適切に対処する能力。 

自己表現と相手理解：自己の考えや感情を適切に表現し相手の理解と共感を

促進する能力。 

自
己
管
理
能
力 

タイムマネジメント：業務やタスクを効率的に計画し時間を適切に管理する能力。 

優先順位設定：業務やタスクの重要度や緊急度を判断し、優先順位を適切に

設定する能力。 

目標設定と達成：明確な目標を設定し、それを達成するための計画を立て、

実行する能力。 

ストレス管理：ストレスを適切に管理し、冷静さを保ちながら業務を遂行す

る能力。 

自己啓発：自己の成長や学習に積極的に取り組み、自己啓発を行う能力。 

ワークライフバランス：仕事とプライベートのバランスを取りながら、健康

的な生活を送る能力。 
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

チームリーダーシップ：チームを率いて効果的に業務を遂行し、目標達成に

向けて指導する能力。 

チームビルディング：チームメンバーの能力や個性を活かし結束を高める能力。 

コーディネーション：異なる部門や関係者との連携を図り、効率的な業務の

進行を促進する能力。 

問題解決能力：問題を適切に分析し迅速かつ効果的な解決策を提供する能

力。 

目標設定と管理：明確な目標を設定し、それらを達成するための計画を策定

し、進捗を管理する能力。 

パフォーマンス評価：チームメンバーのパフォーマンスを評価し、フィード

バックを提供し、成長を促進する能力。 

先
端
技
術
活
用
能
力 

コンピューター操作：コンピューターやデジタルツールを適切に操作し、利

用する能力。 

ソフトウェア利用能力：業務に必要なソフトウェアやアプリを適切に利用す

る能力。 

データ管理と分析：データの収集、管理、分析を行い情報を活用する能力。 

インターネットリサーチ：インターネットを利用して情報を収集し、問題解

決や意思決定に役立てる能力。 

セキュリティ意識：情報セキュリティに関する基本的な知識を持ち、情報の

安全性を確保する能力。 

AI ツール活用：AI ツールや自然言語生成 AI、分析型 AI の技術を適切活用す

る能力。 

業
界
知
識 

介護サービス理解：介護サービスの種類や提供方法、利用者ニーズを理解す

る能力。 

関連法規の理解：介護に関連する法律や規制について理解し、適切に運用す

る能力。 

倫理規定の遵守：介護倫理やプロフェッショナリズムの原則を遵守し、適切

な行動を取る能力。 

産業動向の把握：介護産業の動向やトレンドを把握し業務に適用する能力。 

利用者の権利とニーズ：利用者の権利やニーズを理解し、その尊重と適切な

対応を行う能力。 

クオリティ・アセスメント：介護サービスの品質評価や改善方法を理解し実

践する能力。 

 

今年度は、検討結果を踏まえ、各科目の概要、学習項目、スケジュール、到

達目標、使用教材などを具体化し、シラバスを作成した。各科目の学習内容を

整理し、体系的なカリキュラムを構築することで、学習の効果を高めることを

目指した。具体的には、到達目標を明確に設定し、各学習項目が適切に組み込

まれるよう調整した。さらに、使用教材についても精査し、学習内容に最適な

ものを選定した。これにより、各科目の教育内容がより充実し、学習者にとっ

て理解しやすいシラバスを開発することができた。  
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●開発したシラバス 
 

PBL①  

科目名 PBL① 

科目概要 各受講者が国籍共生介護施設において現場のニーズや課題を分析し、適切

な AI ツールの検討を行う。その後、AI ツールの導入計画資料を作成し、具

体的な行動計画を提案することで、現場の解決力を向上させる。 

学習目標 １．職場の課題を多面的に分析する能力を養う。 

２．課題解決に向けた適切な AI ツールを検討する力を身につける。 

３．引き受け計画の作成、論理的かつ実践的な計画スキルを習得する。 

学習形式 同期型セット学習  時間数  20 時間 

学習項目 １．課題発見（4 時間） 

・職場での課題を分析し、ニーズを明確にする。 

・多国籍共生介護における主要課題のフレームワークを学ぶ。 

２．AI ツールの検討（6 時間） 

・AI 技術の基本的な概要を学び、応用可能なツールを比較・評価する。 

・受け入れ可能な AI ツールのデモを体験する。 

３．採択計画の検討（6 時間） 

・計画書の基本構成や記載内容について理解する。 

・サンプルケースを使って計画書を試作する。 

４．発表と感想（4 時間） 

・受講者は自身の導入計画案を発表し、講師や他の受講者からのフィード

バックを受ける。 

・フィードバックを元に計画案を改善する。 

到達目標 １．職場のニーズや課題の分析能力を習得する 

自分の職場で解決する課題やニーズを明確にする方法を学び、それをシ

ステム的に分析できるようになる。 

２．AI ツールの重視基準と適用能力を養う 

AI ツールの特徴や利用可能性を見据え、現場の課題に最適なツールを見

据える能力を身につける。 

３．採択計画書を作成する実務スキルを習得する 

実行可能な AI ツール導入計画を構造化し、プレゼンテーションや書面で

効果的に伝えられるようになる。 

４．問題解決型プロセスを実践する 

自分の職場で実際に適用可能なソリューションを、効果的に実施するた

めの基本的なプロセスをデザインする。 

５．チーム内で協働スキルを発揮する 
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グループディスカッションや共同保育、効果的にアイデアを交換し、共

同で課題解決に取り組む能力を育成する。 

６．実践的なフィードバックの受け取りと活用 

他者からのフィードバックを受け、それを基に自らの計画やアプローチ

を改善する能力を向上させる。 

評価方法 １．課題分析能力：職場の課題を正確に理解・表現できるか。 

２．ツール選定スキル：適切な AI ツールを選ぶ、その理由を説明できる

か。 

３．計画書の完了度：計画の具体性、実現可能性、論理性が評価対象。 

４．プレゼンテーション能力：発表の明確さと論理性を評価。 

備考 参考書籍： 

『介護・医療現場の叫び: AI・人工知能は敵か味方か』（著：月花瑶子） 

『介護現場の外国人労働者―日本のケア現場はどう変わるのか』（著：塚田 

典子） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 
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PBL② 

科目名 PBL② 

科目概要 受講者は集合授業を通じて、PBL①で作成した AI ツール導入計画を発表し、

他の受講者や講師からフィードバックを受けます。また、グループ学習を通

じて計画の課題を洗い出し、改善策を検討することで、計画の実現可能性を

高めることを目的とします。 

学習目標 １.自身の導入計画を他者に分かりやすく説明するプレゼンテーション能力を

向上させる。 

２.他の受講者の意見を取り入れ、導入計画の改善に活かす力を養う。 

３.グループディスカッションを通じて、異なる視点から課題を捉える能力を

強化する。 

学習形式 同期型集合学習  時間数  20 時間 

学習項目 １．導入計画のプレゼンテーション（6 時間） 

・受講者が自身の AI ツール導入計画を発表する。 

・プレゼンテーションの基本技術（構成、視覚資料の活用、話し方）を学

ぶ。 

２．フィードバックの受け取りと分析（6 時間） 

・講師・他の受講者からのフィードバックを受け計画の改善点を明確にす

る。 

・フィードバックの分析方法を学び、建設的な意見の活用方法を考える。 

３．グループ学習と計画改善（6 時間） 

・グループワークを通じて、導入計画の問題点を議論し、解決策を考える。 

・他の受講者の事例と比較し、最適な改善策を検討する。 

・改善案の発表と評価（2 時間） 

４．改善後の導入計画を再発表し、講師・他の受講者から最終フィードバッ

クを受ける。 

到達目標 １．プレゼンテーション能力の向上 

自身の AI 導入計画を論理的かつ分かりやすく説明し、視覚資料を活用しな

がら説得力のある発表ができる。 

２．フィードバックの受容と分析 

他者からの意見や指摘を適切に受け入れ、計画の課題や改善点を的確に分

析し、効果的な修正ができる。 

３．グループディスカッションの活用 

異なる視点や意見を尊重しながら建設的な議論を行い、チームで協力しな

がら最適な解決策を見出すことができる。 

４．AI 導入計画の改善 

計画の問題点を特定し、実行可能性や効果を高めるための具体的な改善策
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を考え、より現実的な計画に仕上げることができる。 

評価方法 １．プレゼンテーション能力：発表の明確さ、論理的構成、説得力が評価対

象。 

２．フィードバック活用スキル：受け取ったフィードバックを適切に分析

し、計画の改善につなげる力。 

３．グループディスカッション能力：他者と協力しながら、建設的な意見交

換ができるか。 

４．計画の改善度：計画がより現実的・実践的になっているかどうか。 

備考 参考書籍： 

『これだけは知っておきたい「プレゼンテーション」の基本と常識』（著：

アイング株式会社） 

『実践ファシリテーション技法』（著：堀 公俊） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https：//www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 

Adobe：伝わりやすいプレゼン資料の作り方と構成・デザインのコツ 

https://www.adobe.com/jp/acrobat/roc/blog/how-to-create-

presentation-notes.html 
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PBL③ 

科目名 PBL③ 

科目概要 本科目では、PBL②で改善された AI 導入計画をさらにブラッシュアップし、

実践的な導入戦略を立案します。受講者は、相互評価や講師からのフィード

バックを通じて、計画の精度を向上させ、より現実的かつ効果的な AI 導入

プランを作成します。また、最終発表を行い、計画の実現可能性を検証する

ことを目的とします。 

学習目標 1. 自身の AI 導入計画を、論理的かつ実践的な内容に仕上げる力を養う。 

2. 他者からのフィードバックを活用し、計画の具体性と実現可能性を向上さ

せる。 

3. 他施設との比較を通じて、独自性や課題を明確にし、より効果的な導入戦

略を策定する。 

学習形式 同期型集合学習  時間数  20 時間 

学習項目 １．PBL②の振り返り（4 時間） 

PBL②での学びを整理し、企画書の改善点を再確認する。 他施設と比較し

ながら、施設特有の課題を明確にする。 

２． 企画書のフィードバックと改善（6 時間） 

・相互評価（他施設との比較を通じた共通課題・独自課題の明確化） 

・講師からのフィードバック（企画の方向性、実現可能性の向上ポイント） 

・AI 導入計画のブラッシュアップ（設備、スケジュール、コスト、サポート

体制の具体化） 

３．企画書の詳細化と改善策の立案（6 時間） 

・施設の特性を活かした導入計画の策定 

・AI 機器の具体的な活用シナリオの作成 

・費用対効果や導入後の運用体制の整理 

・他システムとの連携方法の検討 

４．最終発表 & 講評 

・各施設の AI 導入計画を発表 

・講師および参加者による評価とフィードバック 

・計画の実現可能性を評価し、最終調整を行う 

到達目標 １．AI 導入計画の実現可能性向上 

計画の具体性を高め、施設の実情に即した導入戦略を策定できる。 

２．フィードバックを活かした計画改善 

他者の意見を適切に分析し、計画に反映する力を身につける。 

３．他施設との比較を通じた独自戦略の確立 

施設ごとの課題や特徴を明確化し、差別化された導入計画を作成できる。 

４．実践的なプレゼンテーション能力の向上 
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自施設の計画を説得力のある形で発表し適切な評価を得ることができる。 

評価方法 １．企画書の完成度：計画が具体的かつ実現可能な内容になっているか（詳

細な導入スケジュール・コスト試算などが含まれているか）。 

２．フィードバック活用スキル：相互評価や講師の意見を適切に取り入れ、

改善につなげることができるか。 

３．独自戦略の策定能力：他施設と比較しながら、施設特有の課題を反映し

た導入戦略を考案できているか。 

４．プレゼンテーション能力：論理的な説明と明確な視覚資料を活用し、効

果的な発表ができるか。 

備考 参考書籍： 

『AI 導入の教科書』（著：井原渉） 

『医療・介護 DX ～コロナデジタル敗戦から AI まで～』（著：武藤正樹） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https：//www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 

Adobe：伝わりやすいプレゼン資料の作り方と構成・デザインのコツ 

https://www.adobe.com/jp/acrobat/roc/blog/how-to-create-

presentation-notes.html 
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知識教材 

科目名 多国籍共生介護の重要性と課題 

科目概要 日本人と外国人が協働する介護現場の意義や利点を理解し、言語や文化の違

いによる課題を学びます。多国籍共生介護の現状や、円滑なコミュニケーシ

ョンのための基本知識を習得することを目的とします。 

学習目標 １．多国籍共生介護の意義と利点を理解し、実践の重要性を認識できる。 

２．言語や文化の違いが介護現場に与える影響を把握し、適切な対応策を考

えられる。 

３．介護現場で求められる多文化共生の基本的な考え方を学び、実践に活か

せる。 

学習形式 非同期型 e ラーニング  時間数  2 時間 

学習項目 １．多国籍共生介護とは（30 分） 

・介護現場における外国人スタッフの役割と現状 

・多国籍共生の必要性と社会的背景 

・日本人と外国人の協働による利点 

２．多様な視点による介護の質の向上（30 分） 

・外国人スタッフの活躍による人材不足の解消 

３．言語の壁とその克服方法（30 分） 

・言葉の違いによるコミュニケーション課題 

・基本的な多言語対応策と実践例 

４．文化の違いによる課題（30 分） 

到達目標 １．多国籍共生介護の意義の理解 

日本人と外国人が協働する介護現場の役割や利点を理解し、多国籍共生が

必要とされる背景を説明できる。 

２．言語の違いによる課題の把握 

介護現場における言語の壁が生じる要因を理解し、基本的な多言語対応策

を考えられる。 

３・文化の違いと対応策の理解 

文化や価値観の違いが介護に与える影響を把握し、異文化理解のための適

切な対応方法を説明できる。 

４．実践的な異文化共生スキルの習得 

多国籍介護現場でのコミュニケーションや協働の基本的な考え方を理解

し、実践に活かせる知識を身につける。 

評価方法 １．理解度チェックテスト（講義内容の確認） 

２．ケーススタディ課題（異文化理解の対応策を考える） 

備考 参考書籍： 

『外国人介護士と働くための異文化理解』（著：渡辺 長） 
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『多文化共生のコミュニケーション』（著：徳井 厚子） 

サイト URL： 

厚生労働省：外国人介護人材の業務の在り方に関する検討会 

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syakai_225506_00001.html 

外国人介護福祉士を採用するための異文化理解と組織体制づくり 

https://www.care-iro.com/fixation/respect_forculture.html 

 

知識教材 

科目名 AI 技術の概要と介護及びその隣接分野 

科目概要 本科目では、AI 技術の基本的な概念を学び、介護分野およびその周辺領域で

の活用事例を紹介します。受講者は、AI が介護現場にもたらす可能性や課題

を理解し、実践的な活用方法について考察します。 

学習目標 １．AI 技術の基本概念を理解し、介護分野での応用可能性を学ぶ。 

２．介護や隣接分野での AI 導入事例を知りその活用のポイントを理解する。 

３．AI 技術が介護業務の効率化や質の向上にどのように貢献するかを考察す

る。 

学習形式 非同期型 e ラーニング  時間数  2 時間 

学習項目 １．AI 技術の基本概念（30 分） 

・AI（人工知能）の定義と種類（機械学習・ディープラーニングなど） 

・AI の発展の歴史と現在のトレンド 

・介護分野における AI 技術の役割 

２．介護分野における AI の活用事例（30 分） 

・ケアロボット（見守り・移動支援・自動介助など） 

・介護記録の自動化（音声入力・画像解析・電子カルテ連携） 

・利用者の健康状態の予測（バイタルデータの分析・異常検知システム） 

３．隣接分野（医療・福祉・リハビリ）での AI 活用（30 分） 

・AI による診断支援（画像診断・自然言語処理） 

・認知症予防 AI（脳トレアプリ・会話型 AI） 

・AI を活用した福祉サービスの最適化 

４．AI 技術導入のメリットと課題（30 分） 

・AI 導入による業務効率化とケアの質向上 

・AI 活用時の倫理的・プライバシーの課題 

・介護職員のスキル向上と AI の共存戦略 

到達目標 １．AI 技術の基本概念を理解する 

機械学習・ディープラーニングを含む AI 技術の基礎知識を習得する。 

２．介護分野における AI の具体的な活用方法を学ぶ 

実際の導入事例を通じて、AI が介護業務にどのように貢献できるかを理解
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する。 

３．隣接分野（医療・福祉・リハビリ）での AI の役割を把握する 

AI が医療や福祉分野で果たす役割を学び、介護との連携について考える。 

４．AI 導入時のメリットと課題を整理する 

AI の導入における利点と倫理的・技術的な課題を分析できるようになる。 

評価方法 １．知識習得度（AI の基本概念や介護分野での活用事例を正しく理解してい

るか） 

２．事例分析能力（介護や隣接分野での AI の応用方法を説明できるか） 

３．課題認識能力（AI 導入時の利点と課題を整理し自身の意見を持てるか） 

備考 参考書籍： 

『外国人介護士と働くための異文化理解』（著：渡辺 長） 

『多文化共生のコミュニケーション』（著：徳井 厚子） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 

介護業界の AI 活用｜メリットや具体的事例・今後の動向について 

https://rehab.cloud/mag/13025/ 

 

知識教材 

科目名 AI 導入における課題と倫理的考慮事項 

科目概要 本科目では、AI 導入に伴うプライバシーやセキュリティの課題、リスク、お

よび倫理的な考慮事項について学びます。受講者は、AI を介護現場に適用す

る際の問題点を理解し倫理的な側面を考慮した活用方法を検討します。 

学習目標 １．AI 導入に伴う主なリスク（プライバシー・セキュリティ・法的責任）を

理解する。 

２．介護分野における AI 活用時の倫理的問題を把握し、適切な対応策を考

える。 

３．AI 技術と人間の役割分担を考慮しながら、安全かつ効果的に活用する方

法を学ぶ。 

学習形式 非同期型 e ラーニング  時間数  2 時間 

学習項目 １．AI 導入に伴うリスクと課題（30 分） 

・プライバシー問題（個人情報の取り扱い・データの匿名化） 

・サイバーセキュリティ（ハッキング・データ漏洩のリスク） 

・偏見や差別のリスク（AI のバイアス問題） 

２．倫理的な考慮事項（30 分） 

・AI による意思決定の透明性と説明責任 
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・AI と人間の役割分担（人間の判断が必要な領域の明確化） 

・介護現場での倫理的配慮（利用者の尊厳・人間らしさの保持） 

３．法的・制度的な枠組み（30 分） 

・個人情報保護法・AI 関連の法規制（国内・海外の動向） 

・AI ガバナンス（公平性・説明可能性・責任の所在） 

・介護業界で求められる AI 利用のルールとガイドライン 

４．リスク管理と安全な AI 運用（30 分） 

・AI 導入時のリスクアセスメントの手法 

・倫理的問題の回避策（利用者への説明・意見収集） 

・介護従事者の AI リテラシー向上の重要性 

到達目標 １．AI 導入のリスクと課題を明確に理解する 

介護分野におけるプライバシー・セキュリティ・法的責任の重要性を認識

する。 

２．AI 活用の倫理的な問題点を把握する 

AI による意思決定の透明性や、人間の尊厳を考慮した導入の必要性を理解

する。 

３．法的・制度的な枠組みを理解する 

AI 導入に関する国内外の法規制やガイドラインを学び、適切な運用方法を

考える。 

４．安全で倫理的な AI 活用の方法を検討できる 

リスク管理の手法を学び、AI を安全に活用するための戦略を考えられるよ

うになる。 

評価方法 １．知識習得度（AI 導入時の課題やリスクについて正しく理解しているか） 

２．倫理的考慮の理解（AI の倫理的問題を説明し、介護分野での適切な運用

方法を考えられるか） 

３．法規制の理解（個人情報保護法や AI ガバナンスについての基礎知識を持

ち、適用できるか） 

４．リスク管理スキル（AI 導入時のリスクを適切に分析し、リスク回避策を

提案できるか） 

備考 参考書籍： 

『AI 時代の情報倫理: データ管理と AI の責任ある利用』（著：若杉祥太） 

『多文化共生のコミュニケーション』（著：徳井 厚子） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 

個人情報保護委員会：AI と個人情報保護に関するガイドライン 

https://www.ppc.go.jp/ 
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知識教材 

科目名 導入事例の分析 

科目概要 本科目では、多国籍介護現場における AI ツール導入の成功事例や課題を学

びます。具体的なケーススタディを通じて、AI 導入がもたらすメリットやリ

スクを分析し、効果的な導入戦略を考察します。 

学習目標 １．多国籍介護現場での AI 導入事例を学び、成功要因を理解する。 

２．導入事例を分析し、課題やリスクを特定する。 

３．事例をもとに、効果的な AI 導入戦略を考察する。 

学習形式 非同期型 e ラーニング  時間数  2 時間 

学習項目 １．AI 導入の成功事例（30 分） 

・介護ロボットの導入事例（見守り・移動支援・会話支援） 

・AI によるケアプラン作成の自動化事例 

・音声認識 AI を活用した記録業務の効率化 

２．AI 導入の課題とリスク（30 分） 

・多国籍介護現場における言語・文化の違いによる課題 

・AI 活用に対する現場スタッフの意識と受容性 

・導入コストと費用対効果の分析 

３．ケーススタディを通じた分析（30 分） 

・実際の事例をもとに、成功の要因と課題を整理する 

・異なる施設での AI 導入状況の比較と考察 

・施設ごとに異なるニーズに応じた AI 活用の工夫 

４．効果的な AI 導入戦略の検討（30 分） 

・成功事例を踏まえた最適な AI 導入の方法を考察 

・現場での AI 活用の課題を解決するための提案 

・継続的な運用と改善のための仕組み作り 

到達目標 １．AI 導入事例の分析スキルを身につける 

成功事例を理解し、導入のポイントを整理できる。 

２．AI 活用における課題の特定と対策を考察できる 

ケーススタディを通じて、導入時の課題とリスクを特定し対策を考える。 

３．多国籍介護現場での適切な AI 導入戦略を提案できる 

施設の特性に応じた導入計画を考え、実現可能な戦略を提案する。 

評価方法 １．事例分析能力（成功事例の要因を正しく理解し、導入のポイントを説明

できるか） 

２．課題認識と解決能力（AI 導入の課題を整理し適切な解決策を考えられる

か） 

３．比較検討能力（他施設の事例を参考に、自施設に適した導入方法を検討
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できるか） 

４．戦略立案スキル（AI 導入後の効果を予測し、評価・改善策を提案できる

か） 

備考 参考書籍： 

『AI 時代の情報倫理: データ管理と AI の責任ある利用』（著：若杉祥太） 

『多文化共生のコミュニケーション』（著：徳井 厚子） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 

介護業界での AI 活用事例、メリット 

https://www.matrixflow.net/case-study/67/ 

 

知識教材 

科目名 導入計画の作成方法 

科目概要 本科目では、AI ツールの導入計画の資料作成方法を学びます。計画書に記載

すべき要素や具体的な記載例を学習し、実践的な導入計画の作成スキルを習

得します。 

学習目標 １．AI 導入計画の基本的な構成や記載項目を理解する。 

２．計画書作成のためのポイントや具体的な記載方法を学ぶ。 

３．施設ごとの特徴やニーズに応じた導入計画を立案できるようになる。 

学習形式 非同期型 e ラーニング  時間数  2 時間 

学習項目 １．AI 導入計画の目的と概要（30 分） 

・AI 導入の目的と期待される効果を明確にする。 

・導入計画の基本構成（目的・対象・スケジュール・予算）を理解する。 

・過去の成功事例を参考に、計画の方向性を考える。 

２．導入計画の記載項目とポイント（30 分） 

・導入対象（施設・スタッフ・利用者）の明確化。 

・スケジュールの作成方法（短期・中期・長期の計画）。 

・コストとリソースの見積もり方法。 

３．計画書作成の実践（30 分） 

・サンプル計画書を用いた演習。 

・具体的な記載例とフォーマットの活用。 

・実際の施設の状況に応じたカスタマイズ方法を学ぶ。 

４．計画の評価とブラッシュアップ（30 分） 

・計画の実現可能性を評価するチェックポイント。 

・他施設との比較を通じた改善の視点。 

・フィードバックを活用した計画の最終調整。 
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到達目標 １．AI 導入計画の基本構成を理解し、必要な要素を整理できる 

目的・対象・スケジュール・予算など、計画書に記載すべき内容を明確に

できる。 

２．具体的な導入計画を作成するスキルを習得する 

計画書の作成方法を学び、自施設に適した計画を作成できるようになる。 

３．計画の実現可能性を高めるためのブラッシュアップができる 

 計画の実行性を検討し、フィードバックを活用して改善を行えるようにな

る。 

評価方法 １．計画書の構成理解（導入計画の基本構成を正しく理解し、記載できてい

るか） 

２．計画の実現可能性（スケジュール・予算・リソースを考慮し、現実的な

計画を作成できているか） 

３．計画のカスタマイズ能力（施設の特性を考慮し、適切な計画を立案でき

ているか） 

４．フィードバック活用スキル（計画書に対するフィードバックを活かし、

適切に修正できるか） 

備考 参考書籍： 

『医療・介護 DX ～コロナデジタル敗戦から AI まで～』（著：武藤正樹） 

『AI 導入の教科書』（著：井原 渉） 

サイト URL： 

厚生労働省：介護分野における AI 等の活用状況 

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001002876.pdf 

AI を活用したものづくり補助金の事業計画書の作成方法 

https://hojo.mono-support.com/monodukuri/chatgpt/ 
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●昨年度開発の知識教材の改訂と追加教材の開発 
本事業では、知識学習のための個人学習用ｅラーニング教材と知識・ス

キル・コンピテンシーを総合的に身につけるためのグループ学習用 PBL 教

材を開発した。昨年度は、試作としてカリキュラム内の一部の科目の教材

のプロタイプ版「PBL①」を開発した。今年度はカリキュラムのうち PBL

の第一段階に位置付けられる「PBL①」の改訂と、PBL 学習の第２段階、

第３段階である「PBL②」「PBL③」、また前提知識を学習するための知識

学習科目５科目の改訂も行った。 

 

〇 改訂後のグループ学習用ＰＢＬ教材「PBL①」の内容構成 

学習内容 アウトプット 時間配分 

オリエンテーション 

 

1 時間 

第１段階 

（令和５年度） 

導入計画作成 

・施設における課題抽出 3 時間 

・AI ニーズの分析 3 時間 

・AI ツールの選定 3 時間 

・AI 導入企画書案の選定 2 時間 

・AI 導入企画案作成・発表 8 時間 
  

20 時間 
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PBL の第２段階である「PBL②」に対応する PBL 教材を新規開発し、

第 1 段階でリーダーとなった受講者が講座の会場に集合し発表や相互評価

を実施した。第 2 段階の PBL 教材は PPT の体裁で全体 40 ページの 5 段

階構成となっている。 

 

〇 第 2 段階となるグループ学習用ＰＢＬ教材「PBL②」の内容構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学習内容 アウトプット 時間配分 

第２段階 

（令和６年度） 

企画書相互評価 

・ 自己紹介・施設紹介 0.5 時間 

・ AI を含む先端機器活用事例 講義 0.5 時間 

・ 企画案発表（相互評価/気付記録） 1 時間 

・ 参加者ディスカッション 1 時間 

・ 講師講評 企画書作成手法 講義 1 時間 
  

4 時間 
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〇 個人学習用ｅラーニング教材の内容構成 

知識学習のための個人学習用ｅラーニング教材については、昨年度の以

下の科目の教材や資料を踏襲して、資料・ワーク・映像の作成作業等を行

った。 

 

【昨年度知識教材】 

第 1 章 多国籍共生介護の重要性と課題 

第 2 章 AI 技術の概要と介護及びその隣接分野 

第 3 章 AI 導入における課題と倫理的考慮事項 

第 4 章 導入事例の分析 

第 5 章 導入計画の作成方法 

 

【今年度知識教材】 

本年度は、令和５年度の知識教材を基盤としながら、多国籍共生介護と

いうテーマに則し、より具体的かつ実践的な内容を追求したテキストを開

発した。 

 

以下がその章立てである。 

 
第 1 章：多国籍介護現場の基礎理解 

1.1 多国籍共生介護の現状と法制度の理解 

① 日本における多国籍介護福祉士の受け入れ状況 

② 外国人介護福祉士向けの法的枠組みと規制 

③ 就業ビザや資格取得の要件 

④ 日本と外国の介護制度の違い 

⑤ 外国人介護福祉士の労働権と待遇に関する課題 

1.2 多国籍共生介護とケアの適応 

① 多国籍スタッフ間での役割理解と協力 

② 偏見や誤解を避けるためのアプローチ 

③ 文化的背景に基づくコミュニケーションの最適化 

④ 多国籍共生介護の概念を取り入れた組織づくり 

⑤ 介護業務における文化的感受性の重要性 

1.3 言語の壁と多言語対応ツールの活用 

① 言語の壁が介護現場に与える影響 

② 多言語対応ツールの選定基準 

③ 翻訳ソフトウェアや AI 翻訳の活用方法 

④ 通訳者の役割と適応手法 

⑤ 言語教育プログラムとその効果 

1.4 多国籍スタッフの業務特性と役割 

① 多国籍スタッフの強みとその活躍場面 

② 多国籍共生介護を持つ介護スタッフの特性 
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③ 多国籍スタッフのモチベーションと課題 

④ 役割分担の重要性とチームワークの促進 

⑤ 管理職としての多国籍スタッフへの支援方法 

1.5 多国籍共生介護を成功に導く方法 

① 多国籍スタッフの長期的な雇用確保 

② 異文化理解を深める職場環境の作り方 

③ 多国籍スタッフ間の連携強化のための研修方法 

④ 効率的な多言語サポートシステムの導入手法 

⑤ 多国籍共生介護における持続可能な管理体制の構築 

 

第 2 章：AI 技術と多国籍共生介護環境への適応 

2.1 介護 DX の概要と AI の基礎知識 

① 介護 DX の定義とその重要性 

② 介護業界における AI の基本概念と活用分野 

③ AI 技術の進化と介護分野への適用事例 

④ 介護現場での AI 導入に必要な環境 

⑤ 介護 DX を成功させるための方法 

2.2 多国籍共生介護における AI の活用事例 

① 言語支援 AI による多国籍スタッフとの連携強化 

② AI を活用した介護記録の自動化 

③ AI を活用したケアプランの作成支援 

④ 多国籍共生介護スタッフ向け AI トレーニングシステムの導入方法 

⑤ 多国籍共生介護における AI 活用法 

2.3 AI を活用した多国籍共生介護向け教育とトレーニング 

① 異文化理解を促進する AI 教育ツールの活用 

② AI による多国籍共生介護向けのリモート教育プログラム 

③ 教育効果を高めるための AI トレーニング評価方法 

④ 介護スキル向上を目的とした AI 学習手法 

⑤ AI を活用した教育とトレーニング手法 

2.4 AI を活用した言語サポートの拡充 

① 多国籍共生介護環境における言語上の課題特定 

② AI によるリアルタイム翻訳システムの活用法 

③ AI 応答システムを利用した言語支援事例 

④ 言語教育プログラムへの AI 導入効果 

⑤ AI による言語サポートの最適化 

2.5 多国籍共生介護における AI 活用の倫理的課題 

① AI による多国籍共生介護環境でのプライバシー保護 

② 公平性を確保する AI 活用手法の設計 

③ AI が多国籍共生介護の文化的感受性に与える影響 

④ AI 導入による多国籍共生介護環境での偏見軽減策 

⑤ AI 活用における倫理的配慮の方法 

 

第 3 章：多国籍共生介護環境におけるリスク管理 

3.1 多国籍共生介護環境におけるリスクと課題の特定 

① 多国籍共生介護環境に起因するリスクの特定と分析 

② 多国籍共生介護リスク管理体制の導入 
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③ 多国籍共生介護環境における課題解決策 

④ リスク予測と事前対応の実践 

⑤ リスク管理の効果的な実施方法 

3.2 多国籍共生介護を考慮した職場環境の整備 

① 多国籍スタッフが快適に働ける環境作り 

② 多国籍共生介護に配慮した職場設計 

③ 迷惑行為防止と多国籍共生介護への理解促進 

④ 多国籍共生介護チームのストレス管理方法 

⑤ 多国籍共生介護職場環境の改善手法 

3.3 多国籍共生介護環境における問題解決手法 

① 多国籍共生介護環境上の問題の特定と解決策 

② 多国籍共生介護環境の整備とサポート体制 

③ スタッフへのフィードバックを活用した改善手法 

④ システムエラーの防止策と予備システムの設計 

⑤ 効果的な問題解決手法 

3.4 多国籍共生介護環境における AI 運用問題解決手法 

① 多国籍共生介護環境で起こりやすい AI 運用トラブル 

② トラブル解決のための多国籍共生介護向けサポート体制 

③ AI トラブルの早期発見と予防策 

④ 多国籍共生介護スタッフによる AI トラブル対応スキル 

⑤ AI トラブル対応の最適な手法 

3.5 多国籍共生介護環境でのリスク管理 

① 多国籍スタッフ間での透明性を保つための方針設定 

② リスク管理における AI の活用手法 

③ 異文化間の課題を早期に発見するための管理手法 

④ 問題解決手法を効率化するためのツール導入 

⑤ リスク管理を成功に導くためのチーム全体での取り組み 

 

第 4 章：多国籍共生介護を支援する AI とコミュニケーション戦略 

4.1 AI を活用した多国籍共生介護環境でのコミュニケーション向上 

① AI を活用した多国籍共生介護の促進と効果 

② 多国籍共生介護環境での AI の役割 

③ AI で解消できる多国籍共生介護環境のコミュニケーション課題 

④ AI を使った多国籍共生介護環境の壁の克服方法 

⑤ AI を活用した効果的なコミュニケーション方法 

4.2 自然言語処理（NLP）を活用した多国籍共生介護環境の会話支援 

① NLP 技術を活用した多国籍共生介護環境での会話支援方法 

② NLP 会話支援システムの導入による効果 

③ 多国籍共生介護での複雑な専門用語の翻訳・通訳支援 

④ NLP 技術の進化による多国籍共生介護環境でのサービス向上 

⑤ NLP を活用した会話支援の導入方法 

4.3 多国籍共生介護環境における AI 応答システムの活用 

① 多国籍共生介護環境向け応答システムの開発と導入ステップ 

② 多国籍共生介護環境での多言語サポート事例 

③ AI 応答システムによる即時対応の実施 

④ 多国籍共生介護環境向け応答システムの効果 
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⑤ 効果的な AI 応答システムの活用方法 

4.4 多国籍共生介護チームにおける迷惑行為防止とメンタルケア 

① 迷惑行為防止のための AI ツール活用方法 

② 多国籍共生介護チームのメンタルケア支援 AI 導入事例 

③ 多国籍共生介護環境での迷惑行為解決策 

④ 多国籍共生介護チームにおける心のケアとサポート方法 

⑤ 多国籍共生介護チームにおける迷惑行為防止手法 

4.5 多国籍共生介護環境でのコミュニケーション改善方法 

① AI を用いた多国籍共生介護環境での連絡手段の統一 

② AI 翻訳ツールを活用したコミュニケーション効率化 

③ リアルタイム通訳デバイスの導入と運用方法 

④ 多国籍共生介護スタッフ間での共通理解を深める研修 

⑤ 定期的な意見交換を通じたコミュニケーションの向上策 

 

第 5 章：現場適応型 AI 導入モデルの構築 

5.1 施設ごとの多国籍共生介護背景に応じた AI 導入計画の策定 

① 多国籍共生介護背景に基づいたニーズ分析 

② 施設ごとの特化型多国籍共生介護 AI 導入プラン 

③ 多国籍共生介護に適した AI システムの選定 

④ スタッフ教育とインフラ整備の調整方法 

⑤ 施設別の AI 導入計画を成功に導く方法 

5.2 多国籍共生介護環境における業務最適化と AI 導入の費用対効果 

① 多国籍共生介護環境での業務プロセス最適化手法 

② AI 導入の費用対効果を測る指標 

③ AI 導入後の多国籍共生介護環境での効率化とコスト削減の成果 

④ 多国籍共生介護環境における AI 活用の収益性 

⑤ コスト削減と品質向上を両立する AI 導入手法 

5.3 多国籍共生介護スタッフのための AI トレーニングプログラム 

① 多国籍共生介護向け AI トレーニングプログラムの設計方法 

② 多国籍共生介護に特化した AI トレーニングの実施 

③ トレーニングの評価方法と効果測定 

④ AI 教育を通じた多国籍共生介護スタッフスキル向上 

⑤ 多国籍共生介護 AI トレーニングプログラムの実施方法 

5.4 AI を活用した業務効率化と多国籍共生介護スタッフ負担軽減 

① AI を活用した多国籍共生介護業務の自動化と効率化手法 

② 多国籍共生介護スタッフの負担軽減と業務最適化 

③ AI による多国籍共生介護環境での問題削減とクオリティ向上 

④ AI 導入後の多国籍共生介護スタッフ負担軽減の実例 

⑤ ベストプラクティス：AI を活用した業務効率化手法 

5.5 多国籍共生介護環境に適応した AI 導入方法 

① 多国籍共生介護に対応した AI 導入計画 

② 異文化環境における AI 導入の挑戦と成功 

③ AI 導入後の多国籍共生介護環境での適応状況の分析 

④ 多国籍共生介護ニーズに応じた AI 導入最適事例 

⑤ 成果を最大化するための AI 導入手法 
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〇 改訂後の知識学習教材の一部 
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iii. 実施した実証講座の概要 

実証講座 

の対象者 

【ＳＴＥＰ１】 

介護現場の経営者およびマネージャーと職員 

期 間 

 

① 癒しの森 

令和６年１０月１４日から２９日、３日間 対面会議で実施 

② こころのしろ 

令和６年１１月１日～２月１７日ｅラーニング併用で実施 

③ 福寿荘 

令和６年１２月１７日～２月１７日ｅラーニング併用で実施 

実施手法 開発した PBL①教材や個人学習用 e ラーニング教材を用いて、リ

カレント教育プログラムの全体体系から実証講座向けに教育要素

を抽出・再構成して、プログラムの一部を運営した。 

実施内容は、多国籍共生介護現場における介護マネジメントへの

AI ツールの導入検討を題材とした PBL 学習を中心とした。PBL

学習はグループワークを前提として、集合学習とオンラインで講

師が講義する手法、PBL 専用に開発したｅラーニングシステムで

実施した。また PBL 学習で必要となる知識（AI 技術の概要、導

入事例、導入計画の作成方法など）は事前に個人学習した。 

 

実証結果  

① 実証講座 癒しの森 

実施日時 令和 6 年 10 月 14 日（月）18:00～20:00 

令和 6 年 10 月 23 日（水）17:30～19:30 

令和 6 年 10 月 29 日（火）17:30～19:30 

実施施設 癒しの森 水元 

参加人数 4 名 

講師氏名 得永真人（公益社団法人かながわ福祉サービス振興会） 

使用教材 介護現場における実際について（介護 DX を推進する） 

AI 導入スキル PBL 実証講座 

実 施 ス ケ ジ ュ ー

ル 

第 1 回集合講座 10 月 14 日（月） 

【１】昨年度の振り返り、本年度の事業内容について

（15 分） 

【２】事例集を活用した個別演習（15 分） 

【３】施設導入検討についてのグループ討論（30 分）  

【４】施設内での課題を個人・グループで抽出し発表
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（45 分） 

【５】講師の講評（10 分） 

【６】講座アンケート（５分） 

 

第 2 回集合講座 10 月 23 日（水） 

【１】前回講座の振り返り（10 分） 

【２】AI 機器の動画資料を確認後、課題の整理・設定

（10 分） 

【３】課題と選定理由の発表（5 分） 

【４】企画書の必要項目を選定（20 分） 

【５】企画書草案作成（45 分） 

【６】グループ代表者より企画書の発表（５分） 

【７】講師講評（20 分） 

【８】講座アンケート（５分） 

 

第 3 回集合講座 10 月 29 日（火） 

【１】前回講座の振り返り（10 分） 

【２】AI 機器の動画資料を確認後、課題の整理・設定

（10 分） 

【３】ポケトークの利点や課題を整理（5 分） 

【４】ChatGPT を使用して企画書をブラッシュアップ

（15 分） 

【５】企画書作成のフォーマット選定・作成（40 分） 

【６】完成した企画書の発表（５分） 

【７】講師講評（15 分）  

【８】講座アンケート、e ラーニング確認問題（20 分） 

 

実証講座の様子 
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実証講座の評価 

本実証講座の実施後、受講者に対して講座の感想と学習内容へ

の理解に関してアンケートを行った。 

【第 1 回集合講座 10/14 実施後アンケート】 

 

１．本日の講座内容で関心を持ったことをお書きください。 

毎月行っているミーティング同様議論が広がった。 

介護ロボットの、色々な種類に興味深く感じました 

ロボットや AI の使いみち。 

諦めるのではなく問題を掘り下げる事により解決の糸口が見つかる可能

性が見えてくる 

 

２．介護支援に役立つと思われる介護機器を選択してください。 

 



38 

 

アンケート結果から、介護現場において AI 機器の導入が進む中

でも、コミュニケーション機器が特に重要視されていることが明

確に分かる。利用者との円滑な意思疎通や孤立防止が重視されて

いる一方で、移乗サポートロボットや業務支援ソフトへの関心が

低い背景には、現場のニーズや導入コスト、操作の複雑さなどが

影響している可能性がある。また、見守りシステムも一定の評価

を受けていることから安全確保や負担軽減のための機器も重要と

考えられるが総じて現場での実用性がカギとなると考えられる。 

 

【第 2 回集合講座 10/23 実施後アンケート】 

 

１．本日の講座内容で特に重要と思われた点をお書きください。 

4 件の回答 

具体的な使用目的が想定できた。 

自分達で、考え、企画まで進めて行くことが、とても重要だと思いまし

た。 

ポケトーク自体が思ったより大きく利用者様に見えやすいと思った。 

自ら企画を立てられた事 

 

２．介護支援に役立つと思われる介護機器の分野をすべて選択し

てください。 

 
 

２回目のアンケート結果では、すべての介護機器分野が100%の

選択率となり、参加者全員が各分野の機器を介護支援に役立つと

認識したことが示されている。これは、講座内で資料や動画を通
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じて具体的な活用例や効果を確認することで、これらの機器への

理解と期待が大きく高まった結果と考えられる。 

特に、初回アンケートでは低評価だった移乗サポートロボット

や業務支援ソフトも評価されており、情報提供の重要性と、機器

の有用性を現場の視点で伝えることの効果が明らかになった。 

 

【第 3 回集合講座 10/29 実施後アンケート】 

 

1.講義内容が理解できましたか？ 

 
講座終了後のアンケート結果では、参加者全員が「とても理解

できた」または「理解できた」と回答しており、講義内容が明

確で分かりやすく構成されていたことが示されている。資料や

動画による説明、さらに導入提案企画書の作成と発表を通じ

て、参加者が実践的な理解を深められる仕組みが効果的だった

と考えられる。この結果は、AI 機器の導入についての知識が介

護現場での実務に応用可能な形で伝わったことを示唆してお

り、学習プロセスの成功を裏付けている。 

 

2.介護現場で活躍する AI 機器に対する知識は深まりましたか？ 

全参加者が「とても深まった」または「深まった」と回答して

おり、講座が介護現場における AI 機器の知識向上に寄与したこと

が明らかである。資料や動画を活用した学習に加え、具体的な導

入提案企画書の作成・発表という実践的な取り組みが、知識の定

着を促したと考えられる。また、現場での活用をイメージしなが

ら学ぶことで、AI 機器のメリットや実用性への理解が深まったこ
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とがうかがえる。この結果は、講座の教育的効果が十分に発揮さ

れたことを示している。 

 

3.講義内容は今後のキャリアに役立つと思いますか？ 

 
参加者全員が講義内容を「役立つと思う」または「とても役立

つと思う」と評価しており、講座が今後のキャリアに有益である

と感じられていることが分かる。資料や動画で得た AI 機器の知識

に加え、導入提案企画書の作成と発表を通じて、実践的なスキル

が身についたことが評価に繋がったと考えられる。また、自分の

働く施設への具体的な応用を視野に入れた内容が、キャリア形成

における実用性を高めたと言える。これらの結果は、講座の目標

が達成されたことを示している。 

 

4.グループワークの課題はできましたか？ 
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全参加者が「できた」と回答しており、講座内のグループワー

クが円滑に進行し、全員が課題を達成できたことを示している。

この結果は、課題が適切に設計され、参加者が取り組みやすい環

境が提供されたことを反映していると考えられる。また、グルー

プでの協力を通じて、個人では得られない知識や視点の共有が行

われた可能性が高い。課題達成は、参加者の満足度や学びの効果

を高め、講座全体の成功に寄与したと評価できる。 

 

5.講座内容が興味深かったのは何日目ですか？ 

 
最終日の 3 日目が最も興味深いと評価されており（75%）、続い

て 2 日目（25%）、1 日目は評価が低かった（0%）。この傾向は、

講座内容の進行に伴い、より実践的で具体的な活動が行われたこ

とが要因と考えられる。特に 3 日目は、ChatGPT の活用や企画書

の完成に至るブラッシュアップ作業、フォーマット作成など、実

務に直結するスキルを学べる内容であり、参加者にとって高い関

心を引いたと推測される。一方で、1 日目の事務的な内容が中心

で、実践性が低かった点が評価に影響した可能性がある。この結

果は、学習者にとって実践性と関連性の高い内容が重要であるこ

とを示している。 
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6.講座の内容は介護人材不足の改善につながると感じましたか？ 

 
参加者の 75%が、講座内容が介護人材不足の改善に「つながる

と思った」または「とてもつながると思った」と評価している一

方で、25%は「あまりつながらないと思った」と回答しており、

受講者間で意見が分かれている。高評価の理由としては、AI 機器

の導入による業務効率化や介護者の負担軽減が現場で有効と感じ

られた可能性が考えられる。一方、低評価の背景には、AI 機器の

導入コストや現場での即時的な効果への疑念、があると推測され

る。この結果は、AI 活用の可能性をさらに具体的に示すことや、

現場の実情に即した支援策が求められていることを示している。 

 

7.講座全体を通して、介護で活用する AI 機器に関する意識に変化

がありましたか？ 

 
全参加者が講座を通じて AI 機器に関する意識の変化を感じてお

り、そのうち 50%が「とても変化があった」、25%が「変化があ

った」、残りの 25%が「少し変化があった」と回答している。この

結果は、講座内容が参加者の AI 機器に対する認識を効果的に変化
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させる力を持っていたことを示している。特に、実際の課題に基

づく提案企画書の作成や発表、AI 機器の具体的な活用例の提示

が、意識変化を促した重要な要因と考えられる。一方で、「少し変

化があった」と感じた参加者もいることから、さらなる具体性や

現場適応性の高い内容が今後の課題として挙げられる。 

 

8.講座全体を通して、満足度はどうですか？ 

 
全参加者が講座に対して肯定的な評価を示し、25%が「とても

満足した」、75%が「満足した」と回答している。これにより、講

座全体が一定以上の満足度を提供できたことが分かる。特に、AI

機器の知識提供や実践的なスキル向上、企画書作成といった講座

の構成が、参加者の期待に応えたと考えられる。一方で、「とても

満足した」が 25%にとどまっている点は、さらなる工夫の余地を

示唆している。例えば、個別ニーズへの対応や、講座内容の深掘

りが満足度向上のカギとなる可能性がある。 

 

9.講座について感想やご意見などを自由にご記入ください。 

・今まで、知らなかった分野の事を知ることで、今後の仕事に活

かしていきたいと思います 

・チャット GTP などの使い方など知れて良かったです。 

・はじめて AI を使用しました。驚きました。 

 

10．介護用 AI 機器について意見・質問があれば自由に記入くだ

さい。 
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・実際に手に取って触れてみたいと思いました。他の講習などに

も興味が湧きました 

・色々な機器がある事を知れた事。 

 

■ 総評 

３日間にわたる実証講座で、介護現場のスタッフ、管理者それ

ぞれが施設、事業所における課題を抽出した。内訳としては、利

用者、スタッフ間のコミュニケーションが円滑に進まず、双方の

意図が十分に伝わらない点があげられた。特に、主力となりつつ

ある外国人スタッフとのコミュニケーションの難しさがあげられ

た。 

今回の実証講座ではコミュニケーションロボットの調査、選定

と企画書作成、発表といった形で進められた。実際の利用者、サ

ービスを提供する場面等を想定しながら、必要なデジタル機器と

して、「ポケトーク ポケトーク（株）」、「パルロ 富士ソフ

ト（株）」、「ミクサス KDDI、日本総研」を選定した。この中

でも「ポケトーク」が最適と判断され、詳細な情報調査（事例を

含む）を経て企画書の作成をした。 

外国人スタッフや利用者との意思疎通がスムーズにおこなえる

点、さらにスタッフと利用者間で表現が伝わりにくい場面の解消

手段として、「ポケトーク」が選定された。 

介護ロボットや ICT といったデジタル機器の導入状況は、統計

上 20％程度に留まっており、決して高い水準とは言えない。ま

た、「見守り支援機器」や、「タブレット、スマホ、ノート

PC」における環境整備にかたよりが生じているようにも見受けら

れる。 

現場でのデジタル機器の普及率が低い要因として、「価格の高

さ」や導入による「費用対効果が不明確」といった理由に加え、

「機器自体についてよく知らない」といった声が多く挙げられ

る。 

今回の実証講座においては、当該施設が運営において特に重視

している内容が反映されている。特に対人援助支援の分野で、コ
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ミュニケーションを活発化し、意思疎通を円滑にすることで、利

用者の満足度向上だけでなく、介護者のモチベーション向上や働

きやすい環境づくりを目指している。そのためのデジタル機器の

調査、選定、導入に向けた企画書作成という講座の目的を十分に

達成したと思われる。 

福祉業界全体の課題（人材確保や育成、定着の難しさ）につい

てもスタッフ間で議論を行った。今後、課題解決へのため新たな

デジタル機器の調査や選定も必要になると思われる。 
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② 実証講座 こころのしろ 

実施日時 令和 6 年 11 月 1 日（金）17:30～19:30 

令和 6 年 12 月 11 日（水）17:30～19:00 

令和 7 年 1 月 7 日（火）15:30～17:00 

令和 7 年 1 月 8 日（水）～2 月 10 日（金）（ｅラーニン

グ） 

令和 7 年 2 月 14 日（金）17:00～18:30 

実施施設 社会福祉法人壱心会 介護付有料老人ホームこころのし

ろ 

参加人数 6 名 

講師氏名 得永真人（公益社団法人かながわ福祉サービス振興会） 

使用教材 介護現場における実際について（介護 DX を推進する） 

AI 導入スキル PBL 実証講座 

実 施 ス ケ ジ ュ ー

ル 

第 1 回集合講座 11 月 1 日（金） 

【１】事業趣旨に関する説明（10 分） 

【２】PBL 概要について説明（5 分） 

【３】AI 先端機器の事例集を見て個別演習（20 分）  

【４】施設内での課題選出と解決策（65 分） 

【５】講師の講評（10 分） 

【６】次回スケジュールの確認（5 分） 

【７】講座アンケート（５分） 

第 2 回集合講座 12 月 11 日（水） 

【１】施設内での課題選出と解決策確認（20 分） 

【２】PBL システムについて説明（20 分） 

【３】施設内での課題への解決策と選択理由（20 分） 

【４】課題への機器選定（20 分） 

【５】次回スケジュールの確認（10 分） 

第 3 回集合講座 1 月 7 日（火） 

【１】PBL システムでの課題と解決策と選定理由確認

（30 分） 

【２】PBL システムの企画項目について説明（20 分） 

【３】課題への解決策と選択理由の再入力（20 分） 

【４】企画書デザイン選定方法について説明（10 分） 

【５】次回スケジュールの確認（10 分） 

オンライン講座 1 月 8 日（水）～2 月 10 日（月） 

PBL 型ｅラーニングシステムによる実施 

【１】企画項目入力 

【２】課題への解決策と選択理由の入力 

【３】企画書デザイン選定 
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実証講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実証講座の評価 

本実証講座の実施後、受講者に対して講座の感想と学習内容へ

の理解に関してアンケートを行った。 

 

【第 1 回集合講座 11/1 実施アンケート】 

１．本日の講座内容で関心を持ったことがあれば自由にお書きく

ださい。 

課題が分かりやすく可視化できた。  
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言語翻訳ツール 

介護機器の種類が多い 

チームでの課題を整理する経験をできたのは良かったです。課題解決

に向けて、チームで対応していくことで、職員の良い経験になればと

思っています。この経験を普段の施設運営に活かしていけるように取

り組みたいと思います。 

chatGPT の利便性に驚いた 

 

 

２．介護支援に役立つと思われる介護機器の分野をすべて選択し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケート結果では、移乗サポートロボットを全員が選択し、

特に高い評価を受けていることが分かる。これは、移乗作業が介

護現場での身体的負担の大きな要因であり、その解決策として期

待 さ れて いる ため と 考 え られ る。 一方で 、 業務 支援 ソフ ト

（40%）や見守りシステム（60%）は比較的評価が低く、これら

の有用性が十分に伝わらなかった可能性がある。コミュニケーシ

ョン機器（80%）の高評価は、利用者との意思疎通や孤立防止の

重要性を反映している。これらの結果から、各機器の実用性や導

入効果を具体的に示す説明が、さらなる理解促進に必要と考えら

れる。 
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■ｅラーニングシステムによるオンライン講座実施 

本講座では、PBL 学習用に特化して新規開発した e ラーニング

システムを活用し、受講者が場所や時間にとらわれずに学習を進

められるようにした。システム上で設定されたフォーム機能を段

階的に活用することで、企画書案に必要な項目を入力し、デザイ

ンを選択するだけで企画書を完成させることができる仕組みとし

た。また、管理者だけでなく、受講者同士も必要に応じてコミュ

ニケーションを取れる設計とした。働きながら学ぶ人々に対して

柔軟な学習環境を提供し、実務に役立つ知識やスキルの習得を支

援する機能を備えた。 

ｅラーニングシステム 

メニュー画面 
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課題の解決画面       企画書項目選定画面 
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③ 実証講座 福寿荘 

実施日時 令和 6 年 12 月 17 日（火）15:00～16:00 

12 月 27 日（金）15:00～16:00 

1 月 6 日～2 月 17 日 ｅラーニングシステム随時 

実施施設 社会福祉法人 華頂会 介護老人福祉施設 特別養護老人

ホーム 福寿荘 

参加人数 ５名 

講師氏名 得永真人（公益社団法人かながわ福祉サービス振興会） 

使用教材 「多国籍共生介護現場のマネージャーを対象とした AI 導

入スキル獲得のための研修プログラム開発事業（介護

現場で使用する AI 先端機器（入浴支援機器））」教材 

実 施 ス ケ ジ ュ ー

ル 

第 1 回集合講座 12 月 17 日（火） 

【１】事業趣旨、PBL に関する説明（10 分） 

【２】AI 先端機器の事例集を見て個別演習（20 分）  

【３】グループで課題を施設内における抽出し整理（25

分）  

【４】講師講評と講座アンケート（５分） 

 

第 2 回集合講座 12 月 27 日（金） 

【１】施設内での課題選出と解決策再確認（20 分） 

【２】PBL システムについて説明（20 分） 

【３】施設内での課題への解決策と選択理由（10 分） 

【４】次回スケジュールの確認（10 分） 

 

オンライン講座 1 月 6 日（月）～2 月 17 日（月） 

PBL 型ｅラーニングシステムによる実施 

【１】企画項目入力 

【２】課題への解決策と選択理由の入力 

【３】企画書デザイン選定 
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実証講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン会議による講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実証講座の評価 

本実証講座の実施後、受講者に対して講座の感想と学習内容へ

の理解に関してアンケートを行った。 

 

【第 1 回集合講座 12/17 実施後アンケート】 
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１．本日の講座内容で関心を持ったこと自由にお書きください。 

問題課題に対して IT 導入で解決する考え方。どうしても人員等マンパワ

ーでの解決を念頭においていた。  

介護 AI 先端技術事例集を見てもたくさんのものがあるなと感じた。 

課題の抽出、整理の方法に効率を感じた 

チャット AI の分析活用の仕方 

 

２．介護支援に役立つと思われる介護機器を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見守りシステムが100%の支持を集め、介護現場での安全確保や

負担軽減に対する高い期待が示されている。一方で、移乗サポー

トロボットは 66.7%の評価にとどまり、実用性や導入効果への認

識が参加者間で分かれた可能性がある。業務支援ソフトとコミュ

ニケーション機器はいずれも 33.3%と低評価で、これらの具体的

な利便性や介護支援への直接的な貢献が十分に伝わっていないこ

とがうかがえる。この結果から、各機器の効果を具体例や実績を

通じて示すことで、理解と評価を高める必要性があると考えられ

る。 
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ｅラーニングシステムによる実施状況 

 

課題の解決画面       企画項目選定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者数 のべ１５人 
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実 証 講 座 

の 対 象 者 

【ＳＴＥＰ２】 

介護現場の経営者およびマネージャー 

期 間 

 

令和 7 年 2 月 18 日（火）17:30～19:００  

オンライン講座で実施 

実 施 手 法 開発した PBL②教材を活用し、介護現場の経営者やマネージャ

ーが、PBL①で作成した企画書をもとに、リカレント教育プロ

グラムの全体体系から STEP2 講座に向けた教育要素を抽出・再

構成し、プログラムの一部を運営した。 

実施内容は、受講者が多国籍共生介護現場における介護マネジ

メントへの AI ツールの導入検討を題材とした企画書を持ち寄

り、自身の導入計画を発表し、相互にフィードバックを受け

た。 

PBL②教材の活用により、働きながら学ぶ人々が実務に即した

知識を習得しやすい環境を提供し、企画書再考やより実践的な

問題解決能力の向上を支援することができた。 

 

  

ＳＴＥＰ２ 

実施日時 令和 7 年 2 月 18 日（火）17:30～19:００ 

実施場所 オンライン講座 

参加施設 ３施設 

講師氏名 得永真人（公益社団法人かながわ福祉サービス振興

会） 

使用教材 PBL 教材 STEP2 

実施スケジュー

ル 

 

オンライン講座 2 月 18 日（火） 

【１】挨拶（斎藤理事長）（５分） 

【２】自己紹介・施設紹介（10 分） 

【３】AI を含む先端機器活用事例（得永講師）（10

分）  

【４】企画案発表（30 分） 

相互評価・気付きについての記録 

【５】参加者ディスカッション（10 分） 

【６】講師講評（５分） 
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【7】講座アンケート（５分） 

 

 

本講座では、オンライン環境を活用し、介護現場の経営者お

よびマネージャー３名が参加し、学習を進める形式で実施され

た。PBL 教材 STEP2 を使用し、参加３施設の受講者が、企画

案の発表や相互評価、ディスカッションを通じて実務に役立つ

知識やスキルを習得することができた。 

講座は令和 7 年 2 月 18 日（火）17:30～19:00 の時間帯にオ

ンラインで開催された。 

この講座では、受講者が STEP1 で開発したｅラーニングシス

テム上で作成した企画書を発表することで実施した。発表後の

意見交換や相互評価を通じた学習効果により企画力の向上が見

られた。加えて、講師による AI を含む先端機器活用事例の紹介

により、受講者は最新の技術を活用した企画立案の手法も学ぶ

機会を得た。 

 

 

AI を含む先端機器活用事例 
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企画案 完成の一例（抜粋） 
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本講座では、PBL 教材 STEP2 を活用し、参加者が実践的な

学びを深めることができた。 特に、企画案の発表と相互評価に

より参加者の企画力が向上した点が評価できる。 

講師による AI を含む先端機器活用事例の紹介も、受講者にと

って有益な学びとなり、最新技術を取り入れた企画立案の視点

を養う機会となった。 特に、企画案３事例は３者３様でありな

がら、どれも優れており、すべて有用と評価された点が印象的

であった。 

全体として、受講者が積極的に参加したことで実践的な学習

効果が見られ、今後の業務改善に向けた良い機会であったこと

がうかがえる。 

 

 

 

 

【オンライン講座 2/18 実施後アンケート】（抜粋） 

 

１．PBL 学習で問題解決能力が向上したか？ 

 
参加者全員が問題解決能力を向上させたと回答した。企画案

の発表と相互評価を通じ、広く意見を取り入れることで自らの

提案を再確認する機会を得たことが重要な点である。実務に即

した学習環境により、現場で検討する課題への対応力が強化さ

れたとがわかる。 
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３．今回の PBL 教材は施設管理者としてのキャリアに生かせる

か？ 

 
参加者全員が「生かせる」と回答した。相互評価を通じ、受

講者が実践的な課題解決力を養い、施設における意思決定力や

マネジメントスキルの向上を実現したと考えられる。 実践型学

習の継続が、より効果的なキャリア形成につながると期待され

る。 

 

 

４．施設間での意見交換は今後のキャリアに生かせるか？ 

 
参加者全員が「生かせる」と回答した。施設の管理者同士が

意見を出し合うことで、新たな視点や実務の知見を得る機会と

なったことを示している。 他施設の課題やその解決方法を共有

することで、自施設の運営改善に向けて検討されると考えられ

る。 
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６．多国籍共生介護における課題や解決策に新たな視点がもて

たか？ 

 
参加者全員が「視点を得られた」と回答した。 PBL 学習段階

から多国籍共生介護現場における課題を多様な視点で捉え、実

務に応用できる解決策を検討する機会となったことを示してい

る。 特に、他の参加者の意見や異なる施設の事例を共有するこ

とで、新たなアプローチや発想が生まれたと考えられる。 

 

【2/18 企画案発表時の相互評価】 

 

相互評価の結果 

 

 
 

0

1

2

3

4

5

実現可能性

独創性

施設のニーズ適合

性

コストと効果
プレゼンテーショ

ン

改善の余地

総合評価

STEP2 企画書発表評価
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相互評価よる全体的傾向は以下のとおりである。 

1. 実現可能性と総合評価が安定している 

すべての施設が実現可能性 4、総合評価 4 という安定した評

価を受けており、各企画案の実現性が高く、全体としてバラ

ンスの取れた提案が行われていることがわかる。 

2. ニーズの適合性が高い 

「ニーズの適合性」はすべて 4 以上となっており、各施設の

特性や課題に適した企画案が提案されたことが評価できる。 

特に２施設が 5 を獲得しており、現場に即した内容であった

と考えられる。 

3. コストと効果の評価にばらつきがある 

「コストと効果」の評価は 2～4 の幅があった。一部の企画

案はコスト面での課題を指摘された。導入予定機器が高額で

あった企画書では 2 という最も低い評価がついており、費用

対効果の見直しが求められる点が課題となる。 

4. プレゼンテーションの評価が分かれる 

「プレゼンテーション」の評価は 3～5 で、全体としては高

い評価だが、より効果的なプレゼンテーション手法の強化が

求められる。 

5. 改善の余地がある企画も見られる 

「改善の余地」については、多くの企画案で 3～4 の評価が

ついており、一定の改善の余地があることが示唆されてい

る。 

 

総括 

各企画案は実現可能性が高く、施設のニーズにも適合してい

るとなった。しかしながら、コスト面やプレゼンテーションの

改善が求められる企画案もあった。 

 

受 講 者 数 ３人 
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教材　知識教材確認テスト
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第 1章：多国籍共生介護の重要性と課題 

第 1節：文化的多様性 

1. 文化的多様性を理解することは、介護現場におけるチームワークの向上に寄与するが、

利用者のケアには影響を与えない。 (×)

2. 異文化を取り入れたレクリエーション活動は、利用者の生活の質を向上させる効果があ

る。 (○)

3. 多文化共生の介護現場では、スタッフが自国の文化を優先することが求められる。 (×)

第 2節：言語障壁 

4. 言語の壁がある場合、意思疎通の不備による業務ミスが発生するリスクが高まる。 (○)

5. AI翻訳ツールを導入すれば、全てのスタッフが完全に意思疎通できるようになり、言語教

育は不要となる。 (×)

6. 多言語対応のコミュニケーションツールは、緊急時の対応にも有効である。 (○)

第 3節：チームワーク 

7. 異文化理解の促進は、チームワークの向上には寄与しないため、介護業務には必要な

い。 (×)

8. 役割分担を明確にすることで、多国籍スタッフのスキルを最大限に活かすことができる。

(○)

9. 多文化チームでは、オープンなコミュニケーションよりも、業務上の指示のみに従うことが

推奨される。 (×)

第 4節：適応と柔軟性 

10. 利用者のニーズは固定されているため、介護スタッフが柔軟に対応する必要はない。

(×)

11. 異文化間の相互理解を深めることで、介護スタッフの適応力が向上する。 (○)

12. 日本の介護現場では、日本の文化的価値観に完全に適応することが求められるため、

多文化教育は不要である。 (×)

第 5節：共生環境の構築 

13. 多国籍スタッフが協力し合う環境を整えることで、利用者のケアの質が向上する。 (○)

14. 異文化学習の機会を設けることは、スタッフの間に不要な対立を生む可能性があるた

め、避けるべきである。 (×)

15. 共生環境の構築には、文化の違いを尊重しつつ、協力体制を築くことが重要である。

(○)

第 2章：AI技術の概要と介護及びその隣接分野 

第 1節：自然言語処理（NLP） 

16. 自然言語処理（NLP）を活用すると、異なる言語を話すスタッフ同士のコミュニケーション

がスムーズになる。 (○)
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17. NLP技術は、音声認識や自動翻訳などの機能を含む。 (○) 

18. 介護現場における NLPの活用は、テキスト翻訳に限定される。 (×) 

第 2節：機械学習 

19. 機械学習を活用することで、介護記録の分析や個別ケアプランの作成が可能になる。 

(○) 

20. 機械学習のアルゴリズムは、一度学習させればデータの更新なしに正確な結果を出し

続けることができる。 (×) 

21. 機械学習は、介護現場のデータを活用し、業務の最適化を支援することができる。 (○) 

第 3節：音声認識 

22. 音声認識技術は、話し言葉を自動的にテキスト化し、記録業務の効率化に貢献する。 

(○) 

23. 多言語対応の音声認識システムは、異文化間の意思疎通を促進する役割を果たす。 

(○) 

24. 音声認識技術を導入すれば、手書きによる記録業務が完全になくなる。 (×) 

第 4節：感情分析 

25. 感情分析を活用すると、利用者のストレスレベルを把握し、適切なケアを提供できるよう

になる。 (○) 

26. 感情分析は、音声やテキストデータを用いて行われるが、介護現場では活用の余地は

少ない。 (×) 

27. 感情分析技術は、認知症患者の心理状態を把握し、適切な対応を取る際に役立つ。 

(○) 

第 5節：ロボティクス 

28. 介護ロボットは、利用者の身体介助を完全に代替できるため、スタッフの業務負担をゼ

ロにできる。 (×) 

29. 介護ロボットの導入により、スタッフの業務効率が向上し、身体的負担の軽減が期待さ

れる。 (○) 

30. ロボティクス技術は、単に作業を支援するだけでなく、利用者の心理的サポートにも活用

されることがある。 (○) 

 

第 3章：AI導入における課題と倫理的考慮事項 

第 1節：プライバシー保護 

31. AI導入時には、利用者やスタッフの個人情報保護が最優先事項となる。 (○) 

32. AIを活用すれば、スタッフの個人情報管理の負担が減り、プライバシー対策を考慮する

必要がなくなる。 (×) 

33. 介護現場でのデータ管理には、アクセス制限や暗号化技術が重要な役割を果たす。 

(○) 
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第 2節：倫理的判断 

34. AIの意思決定は倫理的に完全なため、人間の介入は不要である。 (×) 

35. AIが提供する介護支援の判断は、倫理的基準に基づいて常に適切であるとは限らな

い。 (○) 

36. 介護現場では、AIの判断をそのまま受け入れるのではなく、人間が最終判断を下す仕

組みが求められる。 (○) 

第 3節：透明性 

37. AIの意思決定プロセスが不透明な場合、利用者やスタッフの信頼を損なう可能性があ

る。 (○) 

38. AIの意思決定はすべてデータに基づいて行われるため、透明性を考慮する必要はな

い。 (×) 

39. AIの導入にあたり、意思決定のプロセスを明確にし、説明可能なシステムを構築するこ

とが重要である。 (○) 

第 4節：データの偏り 

40. AIの学習データに偏りがあると、一部の利用者に対して不適切な判断を下す可能性が

ある。 (○) 

41. AIは公平な判断を下すため、学習データの選定に注意を払う必要はない。 (×) 

42. 多国籍共生の介護現場では、さまざまな文化的背景を考慮したデータの収集と活用が

求められる。 (○) 

第 5節：技術依存 

43. 介護業務において、AI技術に過度に依存すると、人間の判断力が低下する可能性があ

る。 (○) 

44. AIが導入されれば、人間の介護スタッフの役割は不要になる。 (×) 

45. 技術の利便性を享受しつつ、人間中心のケアを維持するためには、AIの適切な活用バ

ランスを保つことが重要である。 (○) 

 

第 4章：導入事例の分析 

第 1節：成功事例 

46. 多言語対応 AIの導入により、利用者の満足度が向上した事例がある。 (○) 

47. 介護ロボットの導入により、職員の身体的負担が増加した事例が多い。 (×) 

48. AI導入の成功事例には、業務効率の向上や人材不足の解決が含まれる。 (○) 

 

第 2節：失敗事例 

49. AIシステムの導入に際し、ニーズ分析を十分に行わなかった結果、失敗するケースがあ

る。 (○) 
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50. AI技術が介護現場の要件と合致しない場合でも、導入後に調整すれば問題なく機能す

る。 (×) 

51. 操作が複雑な AIシステムは、現場のスタッフが活用しづらくなるリスクがある。 (○) 

第 3節：改善策 

52. AI導入の成功には、導入前の徹底したニーズ分析が不可欠である。 (○) 

53. AIシステムの導入後にフィードバックを収集し、定期的な改善を行うことで、運用の最適

化が可能となる。 (○) 

54. 現場スタッフのトレーニングを実施しなくても、AIは自動的に適応するため、教育は不要

である。 (×) 

第 4節：コスト効果分析 

55. AI導入の費用対効果を評価する際には、初期投資と長期的なコスト削減のバランスを考

慮する必要がある。 (○) 

56. AIシステムの維持管理コストは導入時のみ発生し、その後の追加費用は一切かからな

い。 (×) 

57. 業務の効率化により、人件費削減や収益向上につながる可能性がある。 (○) 

第 5節：ユーザーフィードバック 

58. スタッフや利用者からのフィードバックを収集し、AIシステムの改善に活用することが重

要である。 (○) 

59. フィードバックを無視して AIシステムをそのまま運用しても、介護現場に適したシステム

として機能し続ける。 (×) 

60. フィードバックを基にシステムを定期的にアップデートすることで、より適切な介護支援が

可能となる。 (○) 

 

第 5章：導入計画 

第 1節：ニーズ分析 

61. AI導入前に現場の課題を詳細に分析することが、成功の鍵となる。 (○) 

62. 介護現場のニーズに関係なく、汎用的な AIシステムを導入すれば効率化できる。 (×) 

63. ニーズ分析では、スタッフや利用者のフィードバックを活用することが重要である。 (○) 

第 2節：パイロットプロジェクト 

64. AIシステムの効果を事前に検証するため、小規模なパイロットプロジェクトを実施するこ

とが望ましい。 (○) 

65. パイロットプロジェクトは、最初から全施設で AIを導入するよりも、リスクを軽減できる。 

(○) 

66. 試験導入せずに AIシステムを全面導入する方が、効率的な運用が可能となる。 (×) 

第 3節：トレーニングと教育 
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67. スタッフ向けのトレーニングを実施することで、AIシステムの効果的な活用が促進され

る。 (○) 

68. AI技術の導入に際し、操作方法だけでなく、システムの背景や目的を理解することが重

要である。 (○) 

69. AIシステムは直感的に使用できるため、事前の教育は不要である。 (×) 

第 4節：評価とフィードバック 

70. AIシステム導入後の評価を定期的に行い、必要な改善を実施することが重要である。 

(○) 

71. 導入した AIシステムが問題なく稼働している場合、フィードバックを収集する必要はな

い。 (×) 

72. フィードバックの収集と分析を通じて、システムの最適化や新たなニーズの把握が可能

となる。 (○) 

第 5節：スケールアップ 

73. AI導入の成功事例を基に、段階的にシステムの適用範囲を拡大することが推奨される。 

(○) 

74. スケールアップの際には、施設ごとの課題や運用環境を考慮する必要がない。 (×) 

75. AIシステムの拡大適用に際し、導入の効果や影響を定期的に評価し、適切な調整を行う

ことが望ましい。 (○) 
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第１章：多国籍共生介護を支援する AI とコミュニケーション戦略 

第 1節：AIを活用した多国籍共生介護環境でのコミュニケーション向上 

16. AIを活用することで、多言語対応が容易になり、意思疎通がスムーズになる。 (○) 

17. コミュニケーション問題は AIでは解決できないため、技術の導入は不要である。 (×) 

18. AIを活用すると、異文化間の非言語コミュニケーションの違いも補助できる。 (○) 

第 2節：自然言語処理（NLP）を活用した多国籍共生介護環境の会話支援 

19. NLP技術を活用すると、介護現場での多言語対応がスムーズになる。 (○) 

20. NLPは翻訳や通訳に特化しており、会話支援機能は持たない。 (×) 

21. NLP技術は、文脈を理解して適切な翻訳を行う能力を持っている。 (○) 

第 3節：多国籍共生介護環境における AI応答システムの活用 

22. AI応答システムを活用することで、多国籍スタッフの業務負担を軽減できる。 (○) 

23. AI応答システムはリアルタイムでの情報提供が可能であるため、緊急時の対応にも有

効である。 (○) 

24. AI応答システムの導入には特別なトレーニングは必要ない。 (×) 

第 4節：多国籍共生介護チームにおける迷惑行為防止とメンタルケア 

25. AI技術を活用することで、職場内の迷惑行為を検知し、早期対応が可能となる。 (○) 

26. メンタルケアの一環として、ストレスチェックツールの活用が推奨されている。 (○) 

27. 多国籍共生介護環境では、迷惑行為が発生することはないため、特別な対策は不要で

ある。 (×) 

第 5節：多国籍共生介護環境でのコミュニケーション改善方法 

28. 定期的な意見交換を行うことで、スタッフ間のコミュニケーションが向上する。 (○) 

29. 翻訳ツールの活用によって、多国籍チームの連携は不要となる。 (×) 

30. コミュニケーションの改善には、文化的感受性を高めることが重要である。 (○) 

 

第 2章：AI技術と多国籍共生介護環境への適応 

第 1節：介護 DXの概要と AIの基礎知識 

16. 介護 DX（デジタルトランスフォーメーション）の導入により、業務負担の軽減や記録作業

の自動化が期待される。 (○) 

17. AI技術を活用することで、介護職員の業務負担が増加する傾向にある。 (×) 

18. AIによる介護記録の自動化は、業務の効率向上に寄与する。 (○) 

第 2節：多国籍共生介護における AIの活用事例 

19. AIを活用することで、外国人スタッフの日本語学習を支援することができる。 (○) 

20. AI搭載の見守りシステムは、利用者の異常行動を検知するために用いられる。 (○) 

21. AIの画像認識技術を導入すれば、転倒リスクを完全になくすことができる。 (×) 

第 3節：AIを活用した多国籍共生介護向け教育とトレーニング 

22. AIを活用した VR トレーニングは、介護技術の習得に有効である。 (○) 
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23. AI トレーニングシステムは、受講者の進捗を分析し、個別最適化された学習を提供す

る。 (○) 

24. AI トレーニングプログラムでは、スタッフの自己学習能力に依存するため、個別指導は不

要である。 (×) 

第 4節：AIを活用した言語サポートの拡充 

25. AI翻訳を活用することで、外国人スタッフとのコミュニケーションが円滑になる。 (○) 

26. AI応答システムは、利用者とのコミュニケーション支援には使えない。 (×) 

27. 多言語対応 AIの活用は、緊急時の対応にも有効である。 (○) 

第 5節：多国籍共生介護における AI活用の倫理的課題 

28. AIを活用する際には、個人情報の適切な管理が求められる。 (○) 

29. AIは完全に公平な判断を下すため、倫理的配慮は不要である。 (×) 

30. AIの意思決定は、倫理的基準に基づいたものであるかどうかを確認する必要がある。 

(○) 

 

第 3章：多国籍共生介護環境におけるリスク管理 

第 1節：多国籍共生介護環境におけるリスクと課題の特定 

1. 文化的価値観の違いによる誤解は、多国籍共生介護におけるリスクの一つである。 (○) 

2. すべての外国人スタッフは同じ文化的背景を持っているため、リスク管理は不要である。 

(×) 

3. リスクを適切に管理するためには、職場の安全マニュアルを多言語で提供することが望ま

しい。 (○) 

第 2節：多国籍共生介護を考慮した職場環境の整備 

4. 多国籍共生介護におけるリスク管理では、文化的背景の違いによるコミュニケーションギ

ャップを最小限に抑えることが重要である。 (○) 

5. 職場環境の整備において、多文化研修の導入は不要である。 (×) 

6. 多国籍スタッフが安心して働ける環境を整えるためには、言語サポートや生活支援が求

められる。 (○) 

第 3節：多国籍共生介護環境における問題解決手法 

7. 問題解決手法の一つとして、多国籍スタッフへの定期的なフィードバックが有効である。 

(○) 

8. 文化の違いによるトラブルを未然に防ぐため、職場内でのオープンな対話の場を設けるこ

とが望ましい。 (○) 

9. 問題が発生した場合、個別に解決するのではなく、組織全体で取り組む方が効果的であ

る。 (○) 

第 4節：多国籍共生介護環境における AI運用問題解決手法 

10. AIシステムを導入することで、すべてのリスクを完全に防ぐことができる。 (×) 
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11. AIを活用したリスク管理システムは、異常を検知し、早期対応を可能にする。 (○) 

12. AIを活用する際には、データの偏りや倫理的課題にも注意を払う必要がある。 (○) 

第 5節：多国籍共生介護環境でのリスク管理 

13. リスク管理の基本は、リスクの特定・評価・対策・監視のサイクルを確立することである。 

(○) 

14. 緊急時の対応マニュアルは、定期的に更新しなくてもよい。 (×) 

15. リスク管理を成功させるためには、全スタッフがリスク意識を持つことが重要である。 

(○) 

 

第 4章：多国籍共生介護を支援する AI とコミュニケーション戦略 

第 1節：AIを活用した多国籍共生介護環境でのコミュニケーション向上 

16. AIを活用することで、多言語対応が容易になり、意思疎通がスムーズになる。 (○) 

17. コミュニケーション問題は AIでは解決できないため、技術の導入は不要である。 (×) 

18. AIを活用すると、異文化間の非言語コミュニケーションの違いも補助できる。 (○) 

第 2節：自然言語処理（NLP）を活用した多国籍共生介護環境の会話支援 

19. NLP技術を活用すると、介護現場での多言語対応がスムーズになる。 (○) 

20. NLPは翻訳や通訳に特化しており、会話支援機能は持たない。 (×) 

21. NLP技術は、文脈を理解して適切な翻訳を行う能力を持っている。 (○) 

第 3節：多国籍共生介護環境における AI応答システムの活用 

22. AI応答システムを活用することで、多国籍スタッフの業務負担を軽減できる。 (○) 

23. AI応答システムはリアルタイムでの情報提供が可能であるため、緊急時の対応にも有

効である。 (○) 

24. AI応答システムの導入には特別なトレーニングは必要ない。 (×) 

第 4節：多国籍共生介護チームにおける迷惑行為防止とメンタルケア 

25. AI技術を活用することで、職場内の迷惑行為を検知し、早期対応が可能となる。 (○) 

26. メンタルケアの一環として、ストレスチェックツールの活用が推奨されている。 (○) 

27. 多国籍共生介護環境では、迷惑行為が発生することはないため、特別な対策は不要で

ある。 (×) 

第 5節：多国籍共生介護環境でのコミュニケーション改善方法 

28. 定期的な意見交換を行うことで、スタッフ間のコミュニケーションが向上する。 (○) 

29. 翻訳ツールの活用によって、多国籍チームの連携は不要となる。 (×) 

30. コミュニケーションの改善には、文化的感受性を高めることが重要である。 (○) 

 

第 5章：現場適応型 AI導入モデルの構築 

第 1節：施設ごとの多国籍共生介護背景に応じた AI導入計画の策定 

31. 施設ごとのニーズを把握し、それに応じた AI導入計画を立てることが重要である。 (○) 
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32. AI導入の計画は全国一律のものであり、施設ごとのカスタマイズは不要である。 (×) 

33. 導入計画を策定する際には、スタッフの意見を反映することが望ましい。 (○) 

第 2節：多国籍共生介護環境における業務最適化と AI導入の費用対効果 

34. AI導入の費用対効果を評価する際には、初期投資と長期的なコスト削減のバランスを考

慮する必要がある。 (○) 

35. AIシステムの維持管理コストは導入時のみ発生し、その後の追加費用は一切かからな

い。 (×) 

36. 業務の効率化により、人件費削減や収益向上につながる可能性がある。 (○) 

第 3節：多国籍共生介護スタッフのための AI トレーニングプログラム 

37. AI導入後の効果を最大化するためには、スタッフ向けのトレーニングが不可欠である。 

(○) 

38. AIシステムは直感的に使用できるため、特別な研修は不要である。 (×) 

39. トレーニングプログラムには、実践的なシミュレーションやフィードバックを含めることが望

ましい。 (○) 

第 4節：AIを活用した業務効率化と多国籍共生介護スタッフ負担軽減 

40. AIを活用することで、介護スタッフの業務負担が軽減される可能性がある。 (○) 

41. AI導入により、すべての介護業務が完全に自動化される。 (×) 

42. AIを活用した業務の効率化は、スタッフの満足度向上にも寄与する。 (○) 

第 5節：多国籍共生介護環境に適応した AI導入方法 

43. AI導入の成功には、施設ごとの業務フローに適応したシステムを選定することが重要で

ある。 (○) 

44. すべての施設で同じ AIシステムを導入すれば、最適な運用が可能になる。 (×) 

45. AI導入後も定期的に評価を行い、改善を続けることで、最適な運用が可能となる。 (○) 
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https://edusev.site/nagaraai6/
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本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業とし

て≪学校法人長良学園 向陽台水口専門学校≫が実施した令和６年度

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教

育（リ・スキリング）推進事業」の成果をとりまとめたものです。 

 

 

 

令和６年度 

専門職業人材の最新技能アップデートのための 

専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業 

 

事業成果報告書多国籍共生介護現場のマネージャーを対象とした AI 導入スキ

ル獲得のための研修プログラム開発事業 

 

令和７年 3 月 

学校法人長良学園 向陽台水口専門学校 
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